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固
定
資
産
税
の
対
象
と
納
め
る
方

毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
に
土

地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
が
、
そ
の
価
格
を
基
に
算
定
さ
れ
た
税

額
を
、
土
地
な
ど
の
所
在
市
区
町
村
に
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

土
地
…
土
地
登
記
簿
ま
た
は
土
地

補
充
台
帳
に
、
所
有
者
と
し
て
登

記
ま
た
は
登
録
さ
れ
て
い
る
方

家
屋
…
建
物
登
記
簿
ま
た
は
家
屋

補
充
台
帳
に
、
所
有
者
と
し
て
登

記
ま
た
は
登
録
さ
れ
て
い
る
方

償
却
資
産
…
償
却
資
産
課
税
台
帳

に
、
所
有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
る
方

価
格
と
評
価
替
え

土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
は
、
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
価
格
に
つ
い
て
基
準
年
度

（
３
年
ご
と
）
に
評
価
替
え
を
行
い
、
基

準
年
度
の
翌
年
（
第
２
年
度
）
と
翌
々
年

度
（
第
３
年
度
）
は
、
地
目
の
変
換
、
家

屋
の
増
改
築
ま
た
は
損
壊
、
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
特
別
の
事
情
が
あ
っ
た
場
合

を
除
き
、
原
則
と
し
て
価
格
を
据
え
置
き

ま
す
。

今
年
度
は
こ
の
評
価
替
え
の
年
に
当

た
り
ま
す
の
で
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固

定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の

土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
評
価
替
え
を
行
い

ま
し
た
。

土
地
に
対
す
る
課
税

土
地
の
評
価
は
、
固
定
資

産
評
価
基
準
に
よ
っ
て
、
地

目
別
に
定
め
ら
れ
た
評
価
方

法
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。
な

お
、
宅
地
の
評
価
は
地
価
公

示
価
格
の
７
割
を
目
途
に
均

衡
化
・
適
正
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

地
目
と
地
積

地
目
と
は
、
宅
地
、
田
お

よ
び
畑
（
農
地
）、
池
沼
、

山
林
、雑
種
地
を
い
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
評
価
上
の
地

目
は
、
土
地
登
記
簿
上
の
地

目
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の

年
の
１
月
１
日
の
現
況
地
目

に
よ
り
ま
す
。

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
！

市
で
は
、
家
屋
を
新
築
や
増
改
築

し
た
場
合
、
固
定
資
産
税
の
評
価
額
を

算
定
す
る
た
め
、「
家
屋
調
査
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
家

屋
が
あ
る
場
合
や
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

I
資
産
税
課
蕁
A
３
０
２

地
積
は
、
原
則
と
し
て
土
地
登
記
簿

に
登
記
さ
れ
て
い
る
地
積
に
よ
り
ま
す
。

路
線
価
等
の
公
開

納
税
す
る
方
々
に
土
地
の
評
価
に
対

す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
評
価
額
の
基
礎
と
な
る
路
線
価
を

す
べ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
14
年
度
か
ら
標
準
宅
地

の
所
在
に
つ
い
て
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

路
線
価
と
は

市
街
地
な
ど
に
お
い
て
道
路
に
付
け

ら
れ
た
価
格
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
、

道
路
に
接
す
る
標
準
的
な
宅
地
の
１
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
価
格
を
い
い
ま
す
。

標
準
宅
地
と
は

市
町
村
内
の
地
域
ご
と
に
、
そ
の
主

要
な
道
路
に
接
し
た
標
準
的
な
宅
地
を
い

い
ま
す
。

主
要
な
道
路
の
路
線
価
は
、
こ
の
標

準
宅
地
の
地
価
公
示
価
格
や
鑑
定
評
価
価

格
を
基
に
し
て
求
め
ら
れ
、
そ
の
他
の
道

路
に
つ
い
て
は
、
こ
の
主
要
な
道
路
の
路

線
価
を
基
に
し
て
道
路
の
幅
員
や
公
共
施

設
か
ら
の
距
離
な
ど
に
応
じ
て
求
め
ら
れ

ま
す
。

宅
地
の
評
価
額
は
、
こ
の
路
線
価
等

を
基
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
宅
地
の
状
況

（
奥
行
、
間
口
、
形
状
な
ど
）
に
応
じ
て

求
め
ま
す
。

住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例

住
宅
用
地
は
、
そ
の
税
負
担
を
特
に

軽
減
す
る
必
要
か
ら
、
そ
の
面
積
の
広
さ

ご
存
知
で
す
か
「
固
定
資
産
税
」 
ご
存
知
で
す
か
「
固
定
資
産
税
」 
ご
存
知
で
す
か
「
固
定
資
産
税
」 

市
税
収
入
は
、
平
成
15
年
度
歳
入
予
算
総
額
の
中
で
、
49
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま

す
。
市
の
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
進
め
る
う
え
で
中
心
と
な
る
大
切
な
財
源
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
推
進
力
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
市
税
の
中
で
54
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
「
固
定
資
産
税
」
の
仕
組
み
と
、

窓
口
等
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
と
そ
の
回
答
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

に
よ
っ
て
、
小
規
模
住
宅
用
地
と
そ
の
他

の
住
宅
用
地
に
分
け
て
特
例
措
置
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

①
小
規
模
住
宅
用
地

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
住
宅

用
地
（
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

場
合
は
住
宅
１
戸
当
た
り
２
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
ま
で
）
を
小
規
模
住
宅
用
地
と
い

い
ま
す
。

小
規
模
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
額
に

つ
い
て
は
、
価
格
の
６
分
の
１
の
額
と

す
る
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

②
そ
の
他
の
住
宅
用
地

小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅
用
地

を
そ
の
他
の
住
宅
用
地
と
い
い
ま
す
。
例

え
ば
、
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
住
宅
用

地
（
一
戸
建
住
宅
の
敷
地
）
で
あ
れ
ば
、

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
１
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
が
そ
の
他
の
住
宅
用
地
と

な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
額

に
つ
い
て
は
、
価
格
の
３
分
の
１
の
額

と
す
る
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
用
地
の
範
囲

住
宅
用
地
に
は
、
次
の
二
つ
が
あ
り

ま
す
。

①
専
用
住
宅
（
専
ら
人
の
居
住
の
用
に

供
す
る
家
屋
）
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ

て
い
る
土
地
…
そ
の
土
地
の
全
部
（
家

屋
の
床
面
積
の
10
倍
ま
で
）

②
併
用
住
宅
（
一
部
を
人
の
居
住
の
用

に
供
す
る
家
屋
）
の
敷
地
の
用
に
供
さ

れ
て
い
る
土
地
…
そ
の
土
地
の
面
積

（
家
屋
の
床
面
積
の
10
倍
ま
で
）
に
左
上

の
表
の
率
を
乗
じ
て
得
た
面
積
に
相
当
す

る
土
地

家
屋
に
対
す
る
課
税

家
屋
の
評
価
は
、
固
定
資
産
評
価
基

準
に
よ
っ
て
、
再
建
築
価
格
を
基
準
に
算

定
ま
す
。

新
築
家
屋
の
評
価

次
の
式
に
よ
っ
て
求
め
ま
す
。

評
価
額
＝
再
建
築
価
格
×
経
年
減

点
補
正
率

再
建
築
価
格
…
評
価
の
対
象
と
な
っ
た

家
屋
と
同
一
の
も
の
を
評
価
の
時
点
に
お

い
て
そ
の
場
所
に
新
築
す
る
も
の
と
し
た

場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
で
す
。

経
年
減
点
補
正
率
…
家
屋
の
建
築
後
の

年
数
経
過
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
耗
の
状
況

に
よ
る
減
価
等
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で

す
。新

築
家
屋
以
外
の
家
屋

（
在
来
分
家
屋
）
の
評
価

新
築
家
屋
の
評
価
と
同
様
の
算
式
に

よ
り
求
め
ま
す
が
、
再
建
築
価
格
は
、
建

築
物
価
の
変
動
分
を
考
慮
し
ま
す
。な
お
、

仮
に
評
価
額
が
前
年
度
の
価
格
を
超
え
る

場
合
で
も
、
決
定
価
額
は
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
通
常
、
前
年
度
の
価
額
に

据
え
置
か
れ
ま
す
。

な
お
、
増
改
築
ま
た
は
損
壊
等
が
あ

る
家
屋
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
考
慮
し

て
再
評
価
し
ま
す
。

在
来
分
家
屋
の
再
建
築
価
格

次
の
式
に
よ
っ
て
求
め
ま
す
。

在
来
分
家
屋
の
再
建
築
価
格
＝
前

基
準
年
度
の
再
建
築
価
格
×
建
築

物
価
の
変
動
割
合

新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置

平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
築
さ

れ
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
新
築
後
一
定
期

間
の
固
定
資
産
税
額
が
２
分
の
１
に
減

額
さ
れ
ま
す
。

新
築
さ
れ
た
住
宅
に
係
る
平
成
15
年

度
の
減
額
措
置
の
適
用
関
係
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

■
減
額
さ
れ
る
住
宅

①
専
用
住
宅
や
併
用
住
宅
で
あ
る
こ
と

（
な
お
、
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、
居
住

部
分
の
割
合
が
２
分
の
１
以
上
の
も
の
に

限
ら
れ
ま
す
。）

②
床
面
積
要
件
…
新
築
時
期
に
よ
り
、

床
面
積
要
件
の
適
用
は
左
の
表
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

貎注

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
区
分
所
有
家

屋
の
床
面
積
に
つ
い
て
は
、「
専
用
部
分

の
床
面
積
お
よ
び
持
分
で
按
分
し
た
共

用
部
分
の
床
面
積
の
合
計
」
で
判
定
し

ま
す
。
な
お
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に

つ
い
て
も
、
独
立
的
に
区
分
さ
れ
た
部
分

ご
と
に
区
分
所
有
家
屋
に
準
じ
た
方
法
で

判
定
し
ま
す
。

■
減
額
さ
れ
る
範
囲

減
額
の
対
象
と
な
る
の
は
、
新
築
さ

れ
た
住
宅
用
の
家
屋
の
う
ち
住
居
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
（
居
住
部
分
）

だ
け
で
あ
り
、
併
用
住
宅
に
お
け
る
店
舗

部
分
、
事
務
所
部
分
な
ど
は
減
額
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
居
住
部
分
の
床
面

積
が
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
も
の

は
そ
の
全
部
が
減
額
対
象
に
、
１
２
０
平

方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
１
２
０
平

方
メ
ー
ト
ル
分
が
減
額
対
象
に
な
り
ま

す
。

■
減
額
さ
れ
る
期
間

①
一
般
の
住
宅
（
②
以
外
の
住
宅
）
…

新
築
の
翌
年
か
ら
３
年
間

②
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
等

…
新
築
の
翌
年
か
ら
５
年
間

償
却
資
産
に
対
す
る
課
税

所
有
者
の
申
告
に
基
づ
き
、
取
得
価

額
を
基
礎
と
し
て
、
取
得
後
の
経
過
年
数

に
応
じ
た
価
値
の
減
少
（
減
価
）
を
考
慮

し
て
評
価
し
ま
す
。

た
だ
し
、
貎ａ
に
よ
り
求
め
た
額
が
、

「
取
得
価
額
の
５
パ
ー
セ
ン
ト
」
よ
り
も

小
さ
い
場
合
は
、「
取
得
価
額
の
５
パ
ー

セ
ン
ト
」
を
価
格
と
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産
の

減
価
償
却
の
方
法
は
、
原
則
と
し
て
定

率
法
で
す
。

取
得
価
額
…
原
則
と
し
て
、
国
税
の
取

り
扱
い
と
同
様
で
す
。

減
価
率
…
原
則
と
し
て
、
耐
用
年
数
表

（
財
務
省
令
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
耐
用

年
数
に
応
じ
て
減
価
率
が
定
め
ら
れ
ま

す
。

漓 

滷 

澆 

家　屋 住宅用地の率 居住部分の割合 

専用住宅 全　　　部 １.０ 

０.５ 

１.０ 

０.５ 

０.７５ 

１.０ 

４分の１以上２分の１未満 

４分の１以上２分の１未満 

２分の１以上４分の３未満 

４分の３以上 

２分の１以上 
澆以外の 
併用住宅 

地上５階以 
上の耐火建 
築物である 
併用住宅 

新 築 時 期 床面積（併用住宅にあっては居住 部分の床面積）要件 
H１０.１.２から 
H１２.１.１まで 
の新築分 

４０裃（一戸建以外の貸家住宅に 
あっては３５裃）以上２４０裃以下 

４０裃（一戸建以外の貸家住宅に 
あっては３５裃）以上２８０裃以下 

５０裃（一戸建以外の貸家住宅に 
あっては３５裃）以上２８０裃以下 

H１２.１.２から 
H１３.１.１まで 
の新築分 

H１３.１.２以降 
の新築分 

固定資産税は、次のような手順で税額が決定 
され、納税者に通知されます。 

固定資産を評価し、その価格を決定し、その 
価格をもとに、課税標準額を算定します。 

税額等を記載した納税通知書を 
納税者あてに通知します。 

課税標準額×税率＝税額 となります。 
（土地＋家屋＋償却資産） 

1

2

3

前年中に取得された償却資産

価格（評価額）＝取得価
格×（１―減価率÷２）

前年前に取得された償却資産

価格（評価額）＝前年度の
価格×（１―減価率）…（ａ）


